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１ 調査の目的 

この調査は、平成 23 年度に「新宿区障害福祉計画」を策定し、「新宿区障害者計画」

の見直しを図るにあたって、新宿区内在住の障害のある方の生活実態や意向、障害福祉

サービス等の利用状況、利用意向等を把握し、計画策定及び障害者施策推進のための資

料とすることを目的として実施しました。 

２ 調査の対象と調査の方法 

調査の種類 調査の対象 調査方法 

Ⅰ 在宅の方を対

象とした調査 

新宿区内在住の18歳以上で、身体障害者手帳、

愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方、手帳をお持ちではなく障害福祉サービス

などを利用している方及び自立支援医療の給付

を受けている方 

Ⅱ 施設に入所し

ている方を対

象とした調査 

新宿区内外の施設に入所している方で身体障

害者手帳、愛の手帳または精神障害者保健福祉手

帳をお持ちの方、手帳をお持ちではなく障害福祉

サービスなどを利用している方及び自立支援医

療の給付を受けている方 

Ⅲ 18 歳未満の

方と保護者の

方を対象とし

た調査 

新宿区内在住の18歳未満で、身体障害者手帳、

愛の手帳または精神障害者保健福祉手帳をお持

ちの方、手帳をお持ちではなく障害福祉サービス

などを利用している方及び自立支援医療の給付

を受けている方 

Ⅳ サービス事業

者を対象とし

た調査 

新宿区内にある障害福祉サービス等を提供し

ている事業者 

調査票を郵送配

布し、郵送回収す

る方法で実施し

ました。 

Ⅴ 発達障害の方

を対象とした

調査 

発達障害のある方をサポートする団体の事業

に参加している方、子ども総合センター発達支援

コーナーを利用している子ども及び通級学級に

通っている子どもの家族、介助者等 

Ⅵ 高次脳機能障

害の方を対象

とした調査 

高次脳機能障害のある方をサポートする団体

の事業に参加している方及びその家族、介助者等 

調査票をご本人

またはご家族や

介助者の方に手

渡し等で配布し、

郵送回収する方

法で実施しまし

た。 

Ⅰ 調 査 の 目 的 と 方 法 



 2 

 

配布・回収状況 配布数 回収数 白票無効票 有効回収数 有効回収率

Ⅰ 在宅の方 3,041 1,608 0 1,608 52.9％

身体障害 1,531 984 0 984 64.3％

知的障害 489 233 0 233 47.6％ 

精神障害 1,021 391 0 391 38.3％

Ⅱ 施設に入所している方 154 110 0 110 71.4％

Ⅲ 18 歳未満の方と保護者の方 340 204 0 204 60.0％

Ⅳ サービス事業者 98 73 0 73 74.5％

Ⅴ 発達障害の方 290 64 0 64 22.1％

Ⅵ 高次脳機能障害の方 60 53 0 53 88.3％

全体 3,983 2,112 0 2,112 53.0％

 

３ 調査の期間 

平成 23 年 10 月 15 日から、10 月 31 日までの期間に実施しました。 

 

４ 調査票の配布・回収状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 調査結果の見方について 

① 集計した数値（％）は小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで表示していま

す。このため、質問に対する回答の選択肢が一つだけの場合、選択肢の数値（％）を

全て合計しても、100％にならない場合があります。 

② 回答者数を分母として割合（％）を計算しているため、複数回答の場合には、各選

択肢の割合を合計すると 100％を越えます。 

③ 回答結果を見やすくするため、グラフや表では無回答など一部の項目を省略してい

る場合があります。 

④ 障害別の集計では、２つ以上の障害を重複してお持ちの方は、それぞれの障害の集

計結果に含まれています。このため、障害別の集計を合計したのべ人数は、全体の人

数よりも多くなります。 

６ その他 

新宿区立障害者福祉センターで 10 月 17 日（月）から 10 月 31 日（月）の平日２週

間、区役所第一分庁舎で 10 月 23 日（日）、調査票の内容や回答に関すること等、説明や

記入の支援を行いました。
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Ⅱ 在宅の方を対象とした調査の結果 

「あて名ご本人」が 57.1％、「ご家族の方」が 15.7％となっています。知的障

害のある方では｢ご家族の方｣が 47.2％と多くなっています。 

調査票の回答者 

「男性」が 51.5％、「女性」が 47.0％となっています。知的障害のある方では｢男

性｣が 57.1％とやや多くなっています。 

性 別 

「40～49歳」が 19.5％と最も多く、次いで「75 歳以上」が 17.1％、「30

～39 歳」が 16.5％となっています。身体障害のある方では｢75 歳以上｣が

27.1％と特に多く、知的障害のある方では｢18～29歳｣が 29.2％、精神障害の

ある方では｢40～49歳｣が 30.2％と最も多くなっています。 

年 齢 

１ ご本人について 

18～29

歳

9.7

5.6

29.2

7.4

30～39

歳

16.5

11.8

24.9

24.8

40～49

歳

19.5

14.6

20.9

30.2

50～59

歳

13.9

14.7

11.0

14.2

60～64

歳

8.5

8.5

6.3

10.4

65～69

歳

6.2

7.8

3.7

3.9

70～74

歳

6.5

8.9

1.0

3.0

75歳

以上

17.1

27.1

1.7

2.6

無回答

2.1

0.8

1.3

3.5

全体(1,680)

身体障害(  984)

知的障害(  301)

精神障害(  431)

単位:％
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「母親」が 29.8％と最も多く、次いで｢ひとり暮らし｣が 28.0％、「配偶者」が

27.7％となっています。身体障害のある方と精神障害のある方では｢ひとり暮ら

し｣が３割以上と多くなっています。知的障害のある方では｢母親｣が 71.4％と特に

多くなっています。 

 

 

 

「０～５歳」と｢18～29歳｣がそれぞ

れ 17.0％と最も多く、次いで｢30～39

歳｣が 12.1％、「６～17 歳」が 9.7％、

「50～59歳」が 9.3％となっています。

知的障害のある方では｢０～５歳｣が

56.8％、精神障害のある方では｢18～

29 歳｣が 36.9％と特に多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅の方を対象とした調査 

「身体障害者手帳」が 58.6％と最も多く、次いで「愛の手帳」が 17.9％、「精

神障害者保健福祉手帳」が 17.5％となっています。 

手帳の種類 

「肢体不自由（上肢・下肢・体幹等）」が 47.6％と最も多く、次いで「内部障

害（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこう、直腸、小腸、免疫機能、肝臓）」が 33.6％、

「視覚障害」が 10.4％、「聴覚・平衡機能障害」が 9.8％、｢音声・言語・そしゃ

く機能障害｣が 6.5％となっています。 

身体障害の種類 

同居家族 

２ 障害と健康について 

障害に最初に気づいた時期 

8.2

17.0

9.7

17.0

12.1

8.3

9.3

3.9

3.3

3.3

3.9

4.0

0 10 20 30 40 50 60

生まれたとき

０～５歳

６～17歳

18～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75歳以上

無回答

％総数=1,680
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「慢性疾患（糖尿病・心臓疾患・脳血管疾患等）」が 19.7％と最も多く、次い

で「気分障害（うつ病・躁うつ病）」が 19.0％、「知的障害」が 16.0％、「統合失

調症」が 10.9％となっています。身体障害のある方では「慢性疾患（糖尿病・心

臓疾患・脳血管疾患等）」が 28.5％、精神障害のある方では「気分障害（うつ病・

躁うつ病）」が 54.1％と最も多くなっています。 

「定期的に通院している」が 77.0％と最も多く、次いで「現在は通院していな

い」が 14.1％となっています。精神障害のある方では｢定期的に通院している｣が

95.8％と特に多くなっています。 

「総合病院・大学病院」が 55.5％と最も多く、次いで「診療所・医院」が 36.9％、

「専門病院（療育・精神科など）」が 20.5％となっています。身体障害のある方

では「総合病院・大学病院」が 67.7％、精神障害のある方では「専門病院（療育・

精神科など）」が 45.7％と特に多くなっています。 

 「調理・掃除・洗濯等の家事」が 34.4％と最も多く、次いで「区役所や事業者

などの手続き」が 31.3％、「日常の買い物」が 22.6％、「お金の管理」が 22.1％

となっています。知的障害のある方では｢区役所や事業者などの手続き｣が 69.4％、

｢お金の管理｣が 63.5％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅の方を対象とした調査 

疾患や障害の有無 

医療機関の受診状況 

受診している医療機関 

介助や支援が必要なこと 
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 「母親」が 23.0％と最も多く、次いで「配偶者」が 14.0％、「ホームヘルパー」

が 10.7％となっています。知的障害のある方では｢母親｣が 53.7％と特に多くな

っています。 

 「どうしたら良いかわからない」が 28.6％と最も多く、次いで「一緒に住んで

いる家族に頼む」が 22.0％、「施設に入所する」が 18.3％、「ホームヘルプを利

用する」と｢グループホーム、ケアホーム、福祉ホームに入所する｣がそれぞれ

16.9％となっています。知的障害のある方では｢グループホーム、ケアホーム、福

祉ホームに入所する｣が 36.9％と最も多くなっています。 

「将来に不安を感じている」が 46.1％と最も多く、次いで「健康状態に不安が

ある」が 38.8％、「災害時の避難に不安がある」が 33.3％、「緊急時の対応に不

安がある」が 32.0％となっています。身体障害のある方では｢健康状態に不安が

ある｣が 38.6％と最も多くなっています。精神障害のある方では｢将来に不安を感

じている｣が 62.2%と特に多くなっています。 

 「家族や親族」が 68.9％と最も多く、次いで「医療関係者（医師・看護師・ソ

ーシャルワーカー）」が 33.2％、「友人・知人」が 24.9％となっています。知的

障害のある方では｢施設（通所・入所）の職員｣が 35.2％、｢区の障害者福祉課｣が

31.2%と多くなっています。精神障害のある方では「医療関係者（医師・看護師・

ソーシャルワーカー）」が 50.8％とやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な介助者 

介助できなくなった場合 

在宅の方を対象とした調査 

３ 相談や福祉の情報について 

日常生活で困っていること 

困ったときの相談相手 
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「どんな相談にも対応できる総合窓口」

が 35.8％と最も多く、次いで「電話やＦ

ＡＸでの相談」が 23.3％、「プライバシー

の遵守」が 23.1％、「相談窓口に関する情

報提供」が 21.0％となっています。精神

障害のある方では｢プライバシーの遵守｣

が 36.4％と最も多くなっています。 

 

 「区の広報紙」が 40.3％と最も多く、次いで「医療機関」が 19.9％、「区の障

害者福祉課」が 16.7％、「新聞・書籍」が 16.0％となっています。知的障害のあ

る方では｢障害者の会や家族の会｣が 39.9％、｢区の障害者福祉課｣が 31.6％と多

くなっています。精神障害のある方では｢医療機関｣が 32.5％と最も多くなってい

ます。 

「特になにもしていない」が 22.4％と最も多く、次いで「自宅で家事をしてい

る」が 15.1％、「正職員として働いている」が 13.0％、「パート・アルバイトな

どで働いている」が 10.7％となっています。身体障害のある方では｢正職員とし

て働いている｣が 16.3％とやや多くなっています。知的障害のある方では｢福祉的

就労をしている（作業所など）｣が 32.9％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気軽に相談するために必要なこと 

在宅の方を対象とした調査 

福祉情報の入手先 

４ 日中活動や仕事について 

日中の過ごし方 

35.8

23.3

23.1

21.0

17.9

15.7

14.6

14.2

14.1

12.8

9.8

10.5

3.8

9.5

0 10 20 30 40 50

どんな相談にも

対応できる総合窓口

電話やＦＡＸでの相談

プライバシーの遵守

相談窓口に関する情報提供

専門性の高い相談

休日や夜間の相談

身近な地域での相談

障害者やその家族など

同じ立場の人による相談

自宅を訪問する相談

電子メールでの相談

定期的な相談

特にない

その他

無回答

％総数=1,680 （複数回答）
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「収入が少ない」が 44.7％と最も多く、次いで「体力的につらい」が 23.9％、

「精神的につらい」が 20.1％、「職場の人間関係」が 17.0％となっています。精

神障害のある方では｢収入が少ない｣が 59.9％、｢精神的につらい｣が 46.5％と特

に多くなっています。 

 「障害の程度や症状のため」が 48.5％と最も多く、次いで「高齢のため」が

36.6％、「働く自信がないため」が 20.4％、「自分に合った仕事がないため」が

14.9％となっています。精神障害のある方では｢働く自信がないため｣が 45.4％と

やや多くなっています。 

 「自分に合った仕事を見つける支援」が 38.6％と最も多く、次いで「障害に応

じた柔軟な勤務体系」が 35.7％、「職場の障害理解の促進」が 34.6％、「障害特

性に合った多様な仕事」が 29.5％となっています。知的障害のある方では「障害

特性に合った多様な仕事」が 43.5％とやや多くなっています。 

 「家でくつろぐ」が 57.3％と最も多く、次いで「買い物」が 37.1％、「近所の

散歩」が 35.4％、「趣味や学習活動」が 27.7％となっています。障害別の結果も

ほぼ同様の傾向でした。 

 「ほぼ毎日」が 44.2％と最も多く、次いで「週に３～４回」が 16.3％、「週に

１～２回」が 16.0％となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅の方を対象とした調査 

仕事をする上で困っていること 

就労や通所などをしていない理由 

一般就労するために必要なこと 

余暇の過ごし方 

５ 外出やバリアフリーについて 

外出の頻度 
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 「疲れたときの休憩場所」が 26.9％と最も多く、次いで「歩道の段差や傾斜」

が 22.7％、「建物の段差や階段」が 22.6％、「自動車・自転車に危険を感じる」

が 18.3％となっています。身体障害のある方では｢歩道の段差や傾斜｣が 33.7％、

｢建物の段差や階段｣が 33.1％と特に多くなっています。知的障害のある方では

｢外出するのに支援が必要である｣が 33.9％と最も多くなっています。 

 「持ち家（一戸建て）」が 29.6％と最も多く、次いで「民間賃貸住宅（集合住

宅）」が 24.4％、「持ち家（集合住宅）」が 20.4％、「公営住宅（都営・区営）」が

14.5％となっています。精神障害のある方では｢民間賃貸住宅（集合住宅）｣が

34.3％と最も多くなっています。 

 「家賃など住宅費の負担」が 15.9％と最も多く、次いで「階段の昇り降り」が

14.5％、「建物の老朽化」が 13.9％となっています。身体障害のある方では「階

段の昇り降り」が 18.1％と最も多くなっています。 

 「障害者の一般就労の促進」が 39.7％と最も多く、次いで「学校や生涯学習

での障害に関する教育や情報提供」が 25.5％、「障害や障害者の生活を伝えるパ

ンフレットの発行」が 24.6％、「地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと」

が 21.4％となっています。知的障害のある方では｢地域や学校等で交流の機会を

増やすこと｣が 36.2％、「地域や学校等でともに学び、ともに暮らすこと」が

32.6％とやや多くなっています。 

 「公営住宅への優先入居の拡充」が 19.8％と最も多く、次いで「家具転倒防止

や耐震化など災害対策」が 17.6％、「住宅改造費用の貸付・助成」が 12.3％、「民

間賃貸住宅の入居支援」が 10.2％となっています。身体障害のある方では｢家具

転倒防止や耐震化など災害対策｣が 20.2％、知的障害のある方では｢グループホー

ムなどの整備｣が 28.9％と最も多くなっています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅の方を対象とした調査 

外出に関して困っていること 

住まいの種類 

住まいに関して困っていること 

こころのバリアフリーについて 

住まいに関して必要な支援 
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 サービスの種類 

訪問系サービス 

「居宅介護（ホームヘルプ）」（11.2％） 
（身体障害 13.8％・知的障害 10.6％・精神障害 9.0％） 

「短期入所（ショートステイ）」（5.7％） 
（身体障害 3.8％・知的障害 23.3％・精神障害 1.4％） 

「行動援護」（2.6％） 
（身体障害 2.5％・知的障害 8.6％・精神障害 0.0％） 

日中活動系サービス 

「生活介護」（5.2％） 
（身体障害 5.6％・知的障害 12.6％・精神障害 3.2％） 

「就労継続支援（B型・非雇用型）」（5.1％） 
（身体障害 1.5％・知的障害 15.3％・精神障害 7.4％） 

「自立訓練（機能訓練・生活訓練）」（3.4％） 
（身体障害 3.2％・知的障害 6.3％・精神障害 2.8％） 

居宅系サービス 

「共同生活援助（グループホーム）」（1.8％） 
（身体障害 1.5％・知的障害 4.0％・精神障害 1.4％） 

「共同生活介護（ケアホーム）」（0.7％） 
（身体障害 0.3％・知的障害 1.7％・精神障害 0.9％） 

地域生活支援事業 

「日常生活用具給付貸与事業」（4.9％） 
（身体障害 7.9％・知的障害 3.7％・精神障害 0.5％） 

「移動支援事業」（4.3％） 
（身体障害 2.9％・知的障害 18.9％・精神障害 0.5％） 

「相談支援事業」（4.3％） 
（身体障害 3.6％・知的障害 4.3％・精神障害 6.0％） 

日常生活のサービス 

「タクシー利用券」（22.9％） 
（身体障害 35.2％・知的障害 21.3％・精神障害 2.6％） 

「紙おむつ費用助成」（5.1％） 
（身体障害 7.4％・知的障害 7.6％・精神障害 1.6％） 

「リフトタクシー」（3.7％） 
（身体障害 5.7％・知的障害 3.7％・精神障害 0.9％） 

医療に関する支援 

「医療費助成」（27.4％） 
（身体障害 32.8％・知的障害 32.9％・精神障害 20.4％） 

「自立支援医療」（25.2％） 
（身体障害 8.1％・知的障害 12.6％・精神障害 78.9％） 

「歯科診療」（13.2％） 
（身体障害 11.9％・知的障害 28.9％・精神障害 8.1％） 

その他サービス 

「災害時要援護者登録名簿への登録」（6.5％） 
（身体障害 6.9％・知的障害 15.6％・精神障害 3.0％） 

「保健センターデイケア」（3.5％） 
（身体障害 2.5％・知的障害 2.3％・精神障害 7.4％） 

「緊急通報システム・火災安全システム」（1.5％） 
（身体障害 2.1％・知的障害 2.0％・精神障害 0.5％） 

 

６ 福祉サービスの利用について 

在宅の方を対象とした調査 

利用しているサービス 
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 サービスの種類 

訪問系サービス 

「居宅介護（ホームヘルプ）」（19.3％） 
（身体障害 20.1％・知的障害 23.3％・精神障害 17.6％） 

「短期入所（ショートステイ）」（19.1％） 
（身体障害 16.2％・知的障害 42.2％・精神障害 12.5％） 

「行動援護」（10.7％） 
（身体障害 10.2％・知的障害 15.9％・精神障害 8.6％） 

日中活動系サービス 

「自立訓練（機能訓練・生活訓練）」（18.0％） 
（身体障害 15.4％・知的障害 24.3％・精神障害 23.7％） 

「就労継続支援（A型・雇用型）」（17.1％） 
（身体障害 12.4％・知的障害 15.3％・精神障害 29.5％） 

「就労移行支援」（16.7％） 
（身体障害 11.4％・知的障害 18.3％・精神障害 29.5％） 

居宅系サービス 

「施設入所支援」（14.2％） 
（身体障害 13.2％・知的障害 31.2％・精神障害 9.3％） 

「共同生活援助（グループホーム）」（13.8％） 
（身体障害 9.6％・知的障害 33.9％・精神障害 13.0％） 

「共同生活介護（ケアホーム）」（11.8％） 
（身体障害 9.6％・知的障害 29.6％・精神障害 7.7％） 

地域生活支援事業 

「相談支援事業」（30.9％） 
（身体障害 26.7％・知的障害 39.9％・精神障害 36.9％） 

「生活サポート事業」（24.7％） 
（身体障害 22.4％・知的障害 31.6％・精神障害 27.1％） 

「福祉ホーム」（18.4％） 
（身体障害 15.4％・知的障害 29.2％・精神障害 20.0％） 

日常生活のサービス 

「新宿区勤労者・仕事支援センターへの障害者就労支援事業」（20.1％）
（身体障害 13.6％・知的障害 24.9％・精神障害 32.9％） 

「タクシー利用券」（18.9％） 
（身体障害 23.0％・知的障害 19.6％・精神障害 13.0％） 

「新宿区勤労者・仕事支援センターへの通所」（18.5％） 
（身体障害 12.4％・知的障害 22.3％・精神障害 30.2％） 

医療に関する支援 

「医療費助成」（34.6％） 
（身体障害 36.5％・知的障害 47.2％・精神障害 24.1％） 

「歯科診療」（31.1％） 
（身体障害 30.0％・知的障害 38.2％・精神障害 32.3％） 

「自立支援医療」（22.2％） 
（身体障害 20.6％・知的障害 24.6％・精神障害 26.2％） 

その他サービス 

「災害時要援護者登録名簿への登録」（31.3％） 
（身体障害 33.1％・知的障害 48.5％・精神障害 21.6％） 

「緊急通報システム・火災安全システム」（17.0％） 
（身体障害 19.1％・知的障害 19.6％・精神障害 14.4％） 

「保健センターデイケア」（15.1％） 
（身体障害 10.9％・知的障害 25.9％・精神障害 20.4％） 

利用したいサービス 

在宅の方を対象とした調査 
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 「サービスに関する情報が少ない」が 29.6％と最も多く、次いで「区役所での

手続きが大変」が 21.0％、「利用できる回数や日数が少ない」が 10.2％、「利用

したいサービスが利用できない」が 10.1％となっています。精神障害のある方で

は「サービスに関する情報が少ない」が 37.1％、「区役所での手続きが大変」が

27.8％と特に多くなっています。 

 「今後作成を検討したい」が 18.8％と最も多く、次いで「作成する希望はない」

が 15.7％、「ぜひ作成したい」が 6.7％、「既に作成している」が 4.3％となって

います。知的障害のある方では｢ぜひ作成したい｣が 12.6％とやや多くなっていま

す。 

 「要支援・要介護認定を受けていない」が 56.7％と最も多く、次いで「要支援・

要介護認定を受けており、介護保険サービスを利用している」が 12.1％、「要支

援・要介護認定を受けているが、介護保険サービスを利用していない」が 6.3％と

なっています。身体障害のある方では「要支援・要介護認定を受けており、介護保

険サービスを利用している」が 17.0％とやや多くなっています。 

「収入はない」が 23.1％と最も多く、次いで「80万円以上～150万円未満」

が19.6％、「80万円未満」が16.9％、「150万円以上～250万円未満」が12.1％、

「250万円以上～500万円未満」が 11.5％となっています。知的障害のある方

では「80万円以上～150万円未満」が 34.9％、精神障害のある方では｢収入は

ない｣が 33.9％と特に多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 収入・利用者負担について 

サービス利用に関して困っていること 

サービス利用計画の作成意向 

要支援・要介護認定の認定状況 

在宅の方を対象とした調査 

ご本人の年収額 
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「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が 49.2％と最も多く、次いで「避

難所で必要な支援が受けられるか不安」が 32.5％、「一人では避難できない」が

28.4％、「避難所の設備が障害に対応しているか不安」が 27.1％となっています。

知的障害のある方では｢一人では避難できない｣が 52.8％と最も多くなっていま

す。 

「年金（障害基礎年金など）」が 45.8％と最も多く、次いで「給与・報酬（一

般就労）」が 26.5％、「手当（障害者手当など）」が 18.2％、「生活保護費」が 13.3％

となっています。知的障害のある方では｢年金（障害基礎年金など）｣が 62.8％、

｢手当（障害者手当など）｣が 45.2％と多くなっています。精神障害のある方では

｢生活保護費｣が 24.6％とやや多くなっています。 

「非常に負担に感じる」が 9.2％、「やや負担に感じる」が 15.4％、「あまり

負担に感じない」が 11.3％となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向で

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時不安なこと 

８ 災害対策について 

収入の内訳 

利用者負担の負担感 

非常に負担

に感じる

9.2

8.3

9.0

10.4

やや負担

に感じる

15.4

14.9

19.9

13.7

あまり負担

に感じない

11.3

11.6

15.6

9.7

利用者負担は

支払っていない

10.5

8.2

14.3

15.5

サービスを

利用していない

33.5

36.3

24.9

30.4

無回答

20.2

20.6

16.3

20.2

全体(1,680)

身体障害(  984)

知的障害(  301)

精神障害(  431)

単位:％

在宅の方を対象とした調査 
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「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄をしている」が 27.9％と最も多く、

次いで「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が 24.3％、「疾病等で

必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」が 19.6％となっています。知的

障害のある方では「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が 32.9％と

最も多くなっています。 

「薬や日常生活用具などの備蓄」が 48.8％と最も多く、次いで「医療的ケアの

確保」が 42.1％、「障害に対応した避難場所」が 41.8％、「避難するときの介助・

支援」が 35.7％となっています。知的障害のある方では｢障害に対応した避難場

所｣が 52.8％、｢避難するときの介助・支援｣が 52.2％と多くなっています。精神

障害のある方では｢薬や日常生活用具などの備蓄｣が 62.4％と特に多くなってい

ます。 

「地域で独立して生活する」が 28.8％と最も多く、次いで「親や親族のもとで

生活する」が 19.7％、「区内に障害者の入所施設があれば入所する」が 6.5％、「グ

ループホームなどに入居する」が 4.3％となっています。知的障害のある方では「グ

ループホームなどに入居する」が 17.6％、「区内に障害者の入所施設があれば入

所する」が 15.6％とやや多くなっています。 

｢障害に対する理解の促進｣が 50.8％と最も多く、次いで｢医療機関の充実｣が

44.8％、「身近な地域で安心してかかれる診療所・医院などの充実」が 39.3％、

「経済的支援の充実」が 38.4％となっています。知的障害のある方では｢入所施

設の充実｣が 45.5％、精神障害のある方では「雇用・就労支援の充実」が 49.2％

とやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

在宅の方を対象とした調査 

災害に対して備えていること 

災害に関して必要な支援 

今後の生活の希望 

重要だと思う施策 

９ 将来について 
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○主な意見（紙面の都合で回答の一部を省略・要約している場合があります） 

「サービス利用の申請をするにあたり、平日仕事を休むことがなかなかできないので、郵送やイ

ンターネットでの手続きができれば助かります。」（28 歳・男性・身体障害／あて名ご本人） 

「自分と同じ境遇の人が同区にいるなら、気持ちを分かってもらえると思う。そのような方々と

知り合いになって、定期的に話が出来る機会があればいいと思う。」（43 歳・女性・手帳不所

持／あて名ご本人） 

「タクシー券をよく利用するので額面を増額して貰えたら有り難いです。あとストマ補助の額も

増えたら良いと思います。医療に関する支出が多いもので・・・。難病の医療券はありがたく

使わせて頂いており、助かります。」（40 歳・男性・身体障害／あて名ご本人） 

「区の手話通訳者の技術に問題があり、区へ依頼しないことにしています。特に読み取りができ

ていない。養成、試験の基準の見直しが必要だと思います。」（47 歳・男性・身体障害／回答

者無回答） 

「お金の管理が難しい。他者に利用されることがある。法的なことなど助言をしてもらえる窓口

があればよいと思う。」（54 歳・男性・知的障害／ご家族の方） 

「自分の状態が悪くなって、医療機関や役所に行く様になり、自治体による支援や助成などがあ

る事を知った。今までもそうですが、一般の方も目を通す可能性の高い広報紙での案内は、よ

り充実して欲しいと思います。」（40 歳・女性・手帳不所持／回答者無回答） 

 

10 自由意見 

「行政・制度」についての意見が 144 件と最も多く、次いで「福祉サービス」

についての意見が 120件、「情報・相談」についての意見が 45件となっています。 

在宅の方を対象とした調査 
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「あて名ご本人」が 20.0％、「ご家族の方」が 9.1％、「施設の職員」が 66.4％

となっています。身体障害のある方では｢あて名ご本人｣が 27.3％とやや多くなっ

ています。 

「男性」が 59.1％、「女性」が 40.0％となっています。障害別の結果もほぼ同

様の傾向でした。 

「40代」と「60代」がそれぞれ 26.4％と最も多く、次いで「50代」が 15.5％、

「30代」が 14.5％となっています。身体障害のある方では「60代」が 38.6％、

知的障害のある方では「40代」が 31.2％と最も多くなっています。 

「愛の手帳」が 70.0％と最も多く、次いで「身体障害者手帳」が 40.0％となっ

ています。 

「肢体不自由（上肢・下肢・体幹等）」が 77.3％と最も多く、次いで「音声・

言語・そしゃく機能障害」が 18.2％、「内部障害（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこ

う、直腸、小腸、免疫機能、肝臓）」が 11.4％、「視覚障害」と「聴覚・平衡機能

障害」がそれぞれ 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 施設に入所している方を対象とした調査の結果 

１ ご本人について 

調査票の回答者 

性 別 

年 齢 

手帳の種類 

身体障害の種類 
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「母親」が 40.9％と最も多く、次いで「兄弟姉妹」が 28.2％、「父親」が 25.5％

となっています。｢自宅に家族は住んでいない｣は 5.5％、｢自宅はない｣は 15.5％

でした。身体障害のある方では「自宅はない」が 20.5％とやや多くなっています。 

 

 

 

「障害者支援施設」が 54.5％と最も多

く、次いで「(旧)知的障害者更生施設」が

26.4％となっています。身体障害のある

方では「 (旧)身体障害者療護施設」が

13.6％とやや多くなっています。 

 

 

 「関東（東京都を除く）」が 31.8％と最も多く、次いで「東京都（23 区内を除

く）」が 27.3％、「東北」が 16.4％、「23 区内」が 12.7％となっています。知的

障害のある方では｢東北｣が 22.1％とやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自宅に住んでいる家族 

２ 施設入所について 

入所している施設 

施設のある地域 

施設に入所している方を対象とした調査

0.9

1.8

5.5

26.4

0.9

0.9

54.5

1.8

0.0

1.8

0.9

4.5

0 20 40 60 80

(旧)身体障害者更生施設

(旧)身体障害者授産施設

(旧)身体障害者療護施設

(旧)知的障害者更生施設

(旧)知的障害者授産施設

(旧)知的障害者通勤寮

障害者支援施設

介護保険の入所施設

児童の入所施設

病院等医療機関

その他

無回答

％総数=110
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 「20 年以上」が 41.8％と最も多く、次いで「10 年以上～20 年未満」が 24.5％、

「5 年以上～10 年未満」が 15.5％となっています。知的障害のある方では｢20

年以上｣が 49.4％と特に多くなっています。 

 「家族による介助が難しくなったため」が 55.5％と最も多く、次いで「常時介

助が必要なため」が 26.4％、「家族などに勧められたため」が 17.3％、「リハビ

リや生活面の訓練を受けるため」が 16.4％となっています。身体障害のある方で

は｢常時介助が必要なため｣が 38.6％、｢医療的なケアが必要なため｣が 20.5％と

やや多くなっています。 

 「あまり帰らない」が 53.6％と最も多く、次いで「２～５回」が 25.5％とな

っています。身体障害のある方では「あまり帰らない」が 65.9％と特に多くなっ

ています。 

 「自宅では十分な介助が受けられない」が 26.4％と最も多く、次いで「緊急の

場合が不安である」が 20.0％、「帰るときの介助者がいない」が 16.4％となって

います。身体障害のある方では｢帰るときの介助者がいない｣と｢自宅の建物が障害

に対応していない｣と｢自宅では十分な介助が受けられない｣がそれぞれ 27.3%と

多くなっています。 

 「年に数回位」が 35.5％と最も多く、次いで「あまり面会に来ない」が 28.2％、

「月に１回位」が 19.1％となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入所年数 

施設に入所することを決めた理由 

３ 日常生活や就労について 

自宅に帰る回数 

自宅に帰るとき困ること 

面会に来る回数 

施設に入所している方を対象とした調査
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 「やや満足している」が 26.4％と最も多く、次いで「非常に満足している」が

14.5％、「やや不満である」が 6.4％、「非常に不満である」が 2.7％となってい

ます。満足しているという回答は約４割、不満であるという回答は１割弱でした。

障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

 「身の回りのことが自分では十分にできない」が 31.8％と最も多く、次いで「家

族とあまり会えない」が 26.4％、「健康状態に不安がある」が 23.6％、「外出の

機会が少ない」が 22.7％となっています。知的障害のある方では｢家族とあまり

会えない｣が 32.5％とやや多くなっています。 

 「外出機会の増加」が 28.2％と最も多く、次いで「余暇活動の充実」が 21.8％、

「健康への配慮」が 18.2％となっています。知的障害のある方では｢余暇活動の充

実｣が 23.4％とやや多くなっています。 

 「自室などでくつろぐ」が 63.6％と最も多く、次いで「近所の散歩」が 32.7％、

「趣味や学習活動」が 22.7％、「ショッピングに行く」が 15.5％となっています。 

 「80万円以上～150万円未満」が 45.5％と最も多く、次いで「収入はない」

が 22.7％、「80万円未満」が 19.1％となっています。身体障害のある方では「収

入はない」が 36.4％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設生活の満足度 

施設生活で困っていること 

施設に対する要望 

余暇の過ごし方 

ご本人の年収額 

施設に入所している方を対象とした調査
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 「年金（障害基礎年金など）」が 76.4％と最も多く、次いで「工賃など（福祉的

就労）」が 12.7％となっています。身体障害のある方では「生活保護費」が 11.4％

とやや多くなっています。 

 「月に１～３回」が 34.5％と最も多く、次いで「あまり外出しない」が 31.8％、

「週に１～２回」が 17.3％となっています。身体障害のある方のほうが外出機会

が少ない傾向にあります。 

「学校や生涯学習での障害に関する教育や情報提供」が 18.2％と最も多く、次

いで「地域や学校等で交流の機会を増やすこと」が 16.4％、｢地域や学校等でと

もに学び、ともに暮らすこと｣と「障害者の一般就労の促進」がそれぞれ 14.5％

となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 外出やバリアフリーについて 

収入の内訳 

外出の頻度 

こころのバリアフリーについて 

施設に入所している方を対象とした調査
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「現在の施設で生活したい」が 40.9％と最も多く、次いで「施設を退所し

て、家族と生活したい」が 20.0％、「施設を退所して、グループホームなどで

生活したい」が 9.1％となっています。知的障害のある方では「施設を退所し

て、グループホームなどで生活したい」が 10.4％とやや多くなっています。 

 

「就労や通所はしないで暮らしたい」が 47.1％と最も多く、次いで「作業所な

どで福祉的就労をしたい」が 14.7％、「福祉的就労以外の通所施設に通いたい」が

11.8％となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「新宿区内」が 61.8％と最も多く、次いで「現在入所している施設の近く」が

14.7％となっています。身体障害で回答があった方は全て「新宿区内」と回答し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の暮らし方について

今後の生活の希望 

地域での暮らし方の希望 

暮らしたい地域 

家族と生活

したい

20.0

18.2

20.8

独立して

生活したい

1.8

2.3

1.3

グループホーム

などで生活したい

9.1

4.5

10.4

現在の施設で

生活したい

40.9

38.6

39.0

わからない

23.6

27.3

26.0

無回答

4.5

9.1

2.6

全体(110)

身体障害( 44)

知的障害( 77)

単位:％

施設に入所している方を対象とした調査
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「家族の受け入れ体制が整っていな

い」が 42.2％と最も多く、次いで「健康

面などで不安がある」が 31.1％、「入所

者や施設職員との関係が良好なため」と

「環境や日中活動の内容等に満足してい

る」がそれぞれ 26.7％となっています。

知的障害のある方では「入所者や施設職

員との関係が良好なため」が 40.0％とや

や多くなっています。 

「家族などが住んでいる」が 63.0％と最も多く、次いで「長年住みなれた地域

である」が 48.1％となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「障害に対する理解の促進」が 50.0％と最も多く、次いで「医療機関の充実」

が 41.8％、「日中活動系サービスの充実」が 36.4％、｢経済的支援の充実｣が

35.5％となっています。知的障害のある方では「日中活動系サービスの充実」が

45.5％、「グループホームなどの整備」が 39.0％とやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設での生活を続けたい理由 

暮らしたい地域を選んだ理由 

重要だと思う施策 

施設に入所している方を対象とした調査

42.2

31.1

26.7

26.7

11.1

8.9

8.9

6.7

6.7

4.4

20.0

4.4

0.0

0 10 20 30 40 50

家族の受け入れ体制が

整っていない

健康面などで不安がある

入所者や施設職員との

関係が良好なため

環境や日中活動の

内容等に満足している

経済的に難しい

在宅サービスが

充実していない

自宅の構造が障害に

対応していない

すぐに入所できる

グループホームなどがない

地域で友人関係が

持てるか不安がある

今の施設で技術や

能力を身につけたい

特に理由はない

その他

無回答

％総数=45 （複数回答）
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「施設の職員」が 74.5％と最も多く、次いで「家族や親族」が 48.2％となって

います。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「施設の職員」が 47.3％と最も多く、次いで「テレビ・ラジオ」が 10.0％とな

っています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な意見（紙面の都合で回答の一部を省略・要約している場合があります） 

「医療的ケアも十分に受けられる福祉と医療、併設型施設があればと思う。」（57 歳・男性・知的障

害／施設の職員） 

「肢体不自由、言語障害の為、全てのアンケートにお答え出来ませんことをお許し下さい。」（79

歳・女性・身体障害／ご家族の方） 

「施設の場合、外部からの刺激を受けにくく、職員の資質向上が困難と思われる。資格取得を促進

してほしい。地域生活（親の近く）がしたいが、サービスが少ない。措置入所により、本人置き

去りの支援、生活となっている。重度の方でも地域で生活できるように計画を立てて欲しい。」（45

歳・男性・身体障害・知的障害／施設の職員） 

「病気やケガをした時、安心して入院出来る病院が欲しい。年を取って親がいなくなった後、安心

して生活が送れる様にして欲しい。」（49 歳・男性・身体障害・知的障害／施設の職員） 

 

６ 相談や福祉の情報について 

７ 自由意見 

困ったときの相談相手 

福祉情報の入手先 

「福祉サービス」についての意見が６件と最も多く、次いで「アンケート」につ

いての意見が４件、「行政・制度」についての意見と「医療・健康」についての意

見が３件となっています。 

施設に入所している方を対象とした調査
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「あて名ご本人」が 9.8％、「ご家族の方」が 66.2％となっています。身体障害

のある方では｢あて名ご本人｣が 12.5％とやや多くなっています。 

「男性」が 60.3％、「女性」が 39.7％となっています。身体障害のある方では

「男性」と「女性」がほぼ同数となっています。 

「15～17 歳」が 30.9％と最も多く、次いで「12～14 歳」が 22.1％、「９

～11 歳」が 17.2％となっています。身体障害のある方では年少者がやや多くな

っています。 

「愛の手帳」が 65.7％と最も多く、次いで「身体障害者手帳」が 43.1％、「精

神障害者保健福祉手帳」が 1.5％となっています。 

「肢体不自由（上肢・下肢・体幹等）」が 68.2％と最も多く、次いで「内部障

害（心臓、呼吸器、腎臓、ぼうこう、直腸、小腸、免疫機能、肝臓）」が 23.9％、

「聴覚・平衡機能障害」が 15.9％、｢音声・言語・そしゃく機能障害｣が 9.1％、｢視

覚障害｣が 3.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査の結果 

１ ご本人について 

調査票の回答者 

性 別 

年 齢 

手帳の種類 

身体障害の種類 
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「母親」が 94.1％と最も多く、次いで「父親」が 79.9％、「兄弟姉妹」が 61.3％

となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

 

 

 

「生まれたとき」が27.9％と最も多く、

次いで「０歳」が 21.6％、「１歳」が

14.2％となっています。身体障害のある

方では｢生まれたとき｣が47.7％と特に多

く、知的障害のある方では｢３歳｣が

17.2％とやや多くなっています。 

 

「知的障害」が 59.8％と最も多く、次いで「発達障害」が 44.6％、「慢性疾患

（糖尿病・心臓疾患・脳血管疾患等）」が 15.2％となっています。知的障害のある

方では「発達障害」が 51.5%とやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同居家族 

２ 障害と健康について 

障害に最初に気づいた時期 

疾患や障害の有無 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 

27.9

21.6

14.2

12.7

13.2

1.0

1.5

3.4

2.0

2.5

0.0

0 10 20 30 40 50

生まれたとき

０歳

１歳

２歳

３歳

４歳

５歳

６～８歳

９～11歳

12歳以上

無回答

％総数=204
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「生まれてまもなく知らされた」が

29.4％と最も多く、次いで「家族や周りの

人が気づいた」が 28.9％、「医療機関で診

察したときに知らされた」が 10.8％とな

っています。知的障害のある方では｢家族や

周りの人が気づいた｣が 32.8％と最も多

くなっています。 

 

「総合病院・大学病院」が 59.3％と最も多く、次いで「専門病院（療育・精神

科など）」が 39.2％、「診療所・医院」が 20.1％となっています。身体障害のあ

る方では「総合病院・大学病院」が 84.1％と特に多くなっています。 

「定期的に通院している」が 75.5％と最も多く、次いで「現在は通院していな

い」が 18.1％となっています。身体障害のある方では｢定期的に通院している｣が

93.2％と特に多く、「定期的に訪問看護を受けている」が 14.8％とやや多くなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 

障害がわかったきっかけ 

受診している医療機関 

医療機関の受診状況 

29.4

28.9

10.8

7.8

4.4

2.5

2.5

2.0

7.4

4.4

0 10 20 30 40 50 60

生まれてまもなく知らされた

家族や周りの人が気づいた

医療機関で診察した

ときに知らされた

乳幼児健診で知らされた

保育園、幼稚園の

教職員が気づいた

育児相談などで知らされた

学校の教職員が気づいた

わからない

その他

無回答

％総数=204
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「通院、通学・通勤」が 64.2％と最も多く、次いで「通院、通学・通勤以外の

外出」が 58.8％、「日常生活動作の見守り」が 56.4％、「日常生活に必要な意思

の伝達」が 46.1％となっています。身体障害のある方では「入浴」が 62.5％、「排

せつ」が 58.0％、「着替え」が 56.8％とやや多くなっています。 

「母親」が 54.8％と最も多くなっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向で

した。 

 

 

 

 

「精神的な負担が大きい」が 44.6％と

最も多く、次いで「何かあった時に介助

を頼める人がいない」が 44.1％、「長期

の外出ができない」が 38.4％、「休養や

くつろぐ時間がない」が 31.1％となって

います。身体障害のある方では「何かあ

った時に介助を頼める人がいない」が

48.8％と最も多く、｢身体的な負担が大

きい｣も 40.0％とやや多くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

介助や支援が必要なこと 

主な介助者 

介助者が困っていること 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 

44.6

44.1

38.4

31.1

29.9

29.4

27.1

23.7

22.6

22.0

16.4

15.3

4.0

13.6

5.6

6.2

0 10 20 30 40 50 60

精神的な負担が大きい

何かあった時に介助を

頼める人がいない

長期的な外出ができない

休養やくつろぐ時間がない

身体的な負担が大きい

経済的な負担が大きい

健康について不安がある

仕事に出られない

介助してくれる人が

足りない

睡眠が不足している

周囲の人や職場などの

理解がない

他の家族の協力が少ない

介助や支援の方法が

わからない

特に悩みや不安はない

その他

無回答

％総数=177 （複数回答）
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「将来に不安を感じている」が 76.5％と最も多く、次いで「災害時の避難に不

安がある」が 56.4％、「緊急時の対応に不安がある」が 52.9％、「外出に支障が

ある」が 34.8％となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「家族や親族」が 67.2％と最も多く、次いで「学校の教職員」が 47.1％、「医

療関係者（医師・看護師・ソーシャルワーカー）」が 45.1％、「友人・知人」が

42.2％となっています。身体障害のある方では｢医療関係者（医師・看護師・ソー

シャルワーカー）｣が 50.0％、知的障害のある方では｢学校の教職員｣が 54.5％と

やや多くなっています。 

「専門性の高い相談」が 51.5％と最も多く、次いで「どんな相談にも対応でき

る総合窓口」が 36.3％、「障害者や家族など同じ立場の人による相談」が 33.8％、

「相談窓口に関する情報提供」が 27.0％となっています。知的障害のある方では

「どんな相談にも対応できる総合窓口」が 41.8％とやや多くなっています。 

「医療機関」が 38.7％と最も多く、次いで「障害者の会や家族の会」が 36.3％、

「インターネット」と「学校の教職員」がそれぞれ 32.4％、「区の広報紙」が 31.4％

となっています。知的障害のある方では「障害者の会や家族の会」が 41.8％と最

も多く、「学校の教職員」も 41.0％とやや多くなっています。 

「障害児の療育施設」が 44.1％と最も多く、次いで「幼稚園」が 26.5％、「保

育園」が 17.6％となっています。知的障害のある方では「保育園」が 25.0％、「幼

稚園」が 37.5％とやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 相談や福祉の情報について

日常生活で困っていること 

困ったときの相談相手 

気軽に相談するために必要なこと 

福祉情報の入手先 

４ 教育・保育について 

通園・通学先（小学校入学前） 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 
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「子どもの将来に不安がある」が 47.1％と最も多く、次いで「今後の進路につ

いて迷っている」が 44.1％、「保育や教育・療育に関する情報が少ない」が 26.5％

となっています。知的障害のある方では｢教職員の指導の仕方が心配｣が 31.3％と

やや多くなっています。 

「特別支援学校の高等部」が 20.5％と最も多く、次いで「特別支援学校の小学

部」が 18.6％、「小学校の特別支援学級」と「特別支援学校の中学部」がそれぞ

れ 12.4％となっています。小中学校については、身体障害のある方では特別支援

学校が多く、知的障害のある方では特別支援学級がやや多くなっています。 

「特別支援学校の小学部」が 29.4％と最も多く、次いで「小学校の通常学

級」と「小学校の特別支援学級」がそれぞれ 11.8％となっています。知的障

害のある方では「小学校の特別支援学級」と「特別支援学校の小学部」がそれ

ぞれ 25.0%と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通園生活や進路等で困っていること 

通園・通学先（学校在学中） 

小学校の入学希望 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 

小学校の

通常学級

11.8

13.6

6.3

小学校の

特別支援学級

11.8

0.0

25.0

特別支援学校

の小学部

29.4

36.4

25.0

わからない

29.4

31.8

31.3

無回答

17.6

18.2

12.5

全体(34)

身体障害(22)

知的障害(16)

単位:％



 30 

 

「子どもの将来に不安がある」が 64.0％と最も多く、次いで「今後の進路につ

いて迷っている」が 48.4％、「通学の送迎が大変」が 32.9％、「療育・リハビリ

テーションの機会が少ない」が 29.2％となっています。障害別の結果もほぼ同様

の傾向でした。 

「家族といる」が 80.9％と最も多く、次いで「タイムケア事業を利用する」が

24.0％、「習い事や塾へ行く」が 23.5％、「ヘルパーなどと外出する」が 21.1％

となっています。知的障害のある方では「タイムケア事業を利用する」が 34.3％、

「ヘルパーなどと外出する」が 28.4％とやや多くなっています。 

「地域の同世代の子どもと遊ばせたい」と「タイムケア事業を利用したい」がそ

れぞれ 31.4％と最も多く、次いで「習い事や塾に行きたい」が 28.4％、「デイサ

ービスを利用したい」と「ショートステイを利用したい」がそれぞれ 24.0％となっ

ています。知的障害のある方では「タイムケア事業を利用したい」が 41.8％と最も

多くなっています。 

「特別支援学校の高等部」が 61.8％と最も多く、次いで「高等学校」が 24.5％

となっています。身体障害のある方では「高等学校」が 46.9％と最も多くなって

います。 

「大学や短期大学に通う」と｢企業等へ就職する（一般就労）｣がそれぞれ 22.7％

と最も多く、次いで「福祉作業所や就労支援の施設へ通う（新宿福祉作業所、オフ

ィスクローバーなど）」が 18.2％となっています。身体障害のある方では｢大学や

短期大学に通う｣が 50.0％、知的障害のある方では｢企業等へ就職する（一般就

労）｣が 31.3％と最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学生活等で困っていること 

放課後や長期休業中の過ごし方 

放課後や長期休業中の過ごし方の希望 

中学校（中学部）卒業後の進路希望 

高等学校（高等部）卒業後の進路希望（ご本人の希望） 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 



 31 

 

「福祉作業所や就労支援の施設へ通う（新宿福祉作業所、オフィスクローバー

など）」が 40.9％と最も多く、次いで「大学や短期大学に通う」と｢企業等へ就職

する（一般就労）｣がそれぞれ 27.3％となっています。身体障害のある方では｢大

学や短期大学に通う｣が 50.0％、知的障害のある方では｢福祉作業所や就労支援の

施設へ通う（新宿福祉作業所、オフィスクローバーなど）｣が 56.3％と最も多く

なっています。 

「家でくつろぐ」が 77.5％と最も多く、次いで「近所の散歩」が 39.2％、「趣

味や学習活動」と「ショッピングに行く」がそれぞれ 29.9％となっています。障

害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「ほぼ毎日」が 53.4％と最も多く、次いで「週に１～２回」が 21.6％、「週に

３～４回」が 10.3％となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「外出するのに支援が必要である」が 42.6％と最も多く、次いで「駅構内の移

動や乗り換え」が 27.0％、「トイレの利用」が 24.5％、「建物の段差や階段」が

22.5％となっています。身体障害のある方では｢歩道の段差や傾斜｣と｢建物の段差

や階段｣がそれぞれ 46.6%と最も多くなっています。 

「持ち家（集合住宅）」が 27.5％と最も多く、次いで「持ち家（一戸建て）」が

26.0％、「民間賃貸住宅（集合住宅）」が 21.1％、「公営住宅（都営・区営）」が

11.3％となっています。知的障害のある方では「公営住宅（都営・区営）」が 15.7％

とやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等学校（高等部）卒業後の進路希望（保護者の方の希望）

余暇の過ごし方 

５ 外出やバリアフリーについて 

外出の頻度 

外出に関して困っていること 

住まいの種類 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 
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「風呂がつかいにくい」が 16.2％と最も多く、次いで「廊下や出入口が狭い」

が 14.7％、「家賃など住宅費の負担」が 14.2％となっています。身体障害のある

方では｢廊下や出入口が狭い｣が 29.5％と最も多くなっています。 

「住宅改造費用の貸付・助成」が 19.1％と最も多く、次いで「グループホーム

などの整備」が 17.6％、「公営住宅への優先入居の拡充」が 16.7％、「民間賃貸

住宅の入居支援」が 13.7％となっています。知的障害のある方では「グループホ

ームなどの整備」が 25.4％と最も多くなっています。 

「障害者の一般就労の促進」が 62.7％と最も多く、次いで「地域や学校等で交

流の機会を増やすこと」が 49.5％、「地域や学校等でともに学び、ともに暮らす

こと」が 46.6％、「学校や生涯学習での障害に関する教育や情報提供」が 39.7％

となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 サービスの種類 

訪問系サービス 

「居宅介護（ホームヘルプ）」（21.6％） 
（身体障害 33.0％・知的障害 26.1％） 

「行動援護」（12.3％） 
（身体障害 12.5％・知的障害 15.7％） 

「短期入所（ショートステイ）」（6.9％） 
（身体障害 11.4％・知的障害 9.0％） 

地域生活支援事業 

「移動支援事業」（29.9％） 
（身体障害 25.0％・知的障害 40.3％） 

「日常生活用具給付貸与事業」（8.8％） 
（身体障害 20.5％・知的障害 6.0％） 

「日中一時支援事業」（6.9％） 
（身体障害 9.1％・知的障害 9.7％） 

住まいに関して困っていること 

利用しているサービス 

住まいについて必要な支援 

こころのバリアフリーについて 

６ 福祉サービスの利用について 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 
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サービスの種類 

日常生活のサービス 

「タクシー利用券」（29.4％） 
（身体障害 54.5％・知的障害 20.9％） 

「紙おむつ費用助成」（22.5％） 
（身体障害 43.2％・知的障害 21.6％） 

「自動車燃料費助成」（7.8％） 
（身体障害 13.6％・知的障害 7.5％） 

医療に関する支援 

「歯科診療」（27.5％） 
（身体障害 27.3％・知的障害 33.6％） 

「医療費助成」（22.5％） 
（身体障害 37.5％・知的障害 19.4％） 

「自立支援医療」（9.3％） 
（身体障害 8.0％・知的障害 6.7％） 

児童に関する支援 

「障害児等タイムケア（日中一時支援）」（25.5％） 
（身体障害 18.2％・知的障害 35.1％） 

「児童デイサービス」（12.7％） 
（身体障害 15.9％・知的障害 13.4％） 

「在宅児等訪問支援」（2.5％） 
（身体障害 5.7％・知的障害 1.5％） 

その他サービス 

「災害時要援護者登録名簿への登録」（9.8％） 
（身体障害 17.0％・知的障害 11.2％） 

「保健センターデイケア」（0.5％） 
（身体障害 1.1％・知的障害 0.0％） 

「地域福祉権利擁護事業」（0.5％） 
（身体障害 1.1％・知的障害 0.0％） 

 

 

 

 サービスの種類 

訪問系サービス 

「短期入所（ショートステイ）」（44.1％） 
（身体障害 44.3％・知的障害 51.5％） 

「居宅介護（ホームヘルプ）」（31.4％） 
（身体障害 43.2％・知的障害 33.6％） 

「行動援護」（24.5％） 
（身体障害 25.0％・知的障害 27.6％） 

日中活動系サービス 

「就労移行支援」（52.5％） 
（身体障害 37.5％・知的障害 60.4％） 

「就労継続支援（A型・雇用型）」（48.5％） 
（身体障害 35.2％・知的障害 54.5％） 

「就労継続支援（B型・非雇用型）」（44.1％） 
（身体障害 34.1％・知的障害 51.5％） 

  

利用したいサービス 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 
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「サービスに関する情報が少ない」が 47.5％と最も多く、次いで「事業者との

利用日等の調整が大変」が 27.9％、「区役所での手続きが大変」が 25.5％、「利

用できる回数や日数が少ない」が 19.6％となっています。身体障害のある方では

「区役所での手続きが大変」が 31.8％とやや多くなっています。 

 サービスの種類 

居宅系サービス 

「共同生活援助（グループホーム）」（33.3％） 
（身体障害 22.7％・知的障害 42.5％） 

「施設入所支援」（28.4％） 
（身体障害 33.0％・知的障害 32.8％） 

「共同生活介護（ケアホーム）」（27.9％） 
（身体障害 28.4％・知的障害 35.1％） 

地域生活支援事業 

「相談支援事業」（53.9％） 
（身体障害 54.5％・知的障害 56.7％） 

「日中一時支援事業」（50.0％） 
（身体障害 47.7％・知的障害 57.5％） 

「地域活動支援センター事業」（42.6％） 
（身体障害 38.6％・知的障害 50.7％） 

日常生活のサービス 

「新宿区勤労者・仕事支援センターへの障害者就労支援事業」（45.6％） 
（身体障害 34.1％・知的障害 52.2％） 

「新宿区勤労者・仕事支援センターへの通所」（42.2％） 
（身体障害 31.8％・知的障害 48.5％） 

「障害者企業内通所授産事業」（39.7％） 
（身体障害 31.8％・知的障害 44.0％） 

医療に関する支援 

「医療費助成」（64.2％） 
（身体障害 64.8％・知的障害 69.4％） 

「自立支援医療」（51.0％） 
（身体障害 55.7％・知的障害 52.2％） 

「歯科診療」（47.1％） 
（身体障害 50.0％・知的障害 51.5％） 

児童に関するサービス 

「障害児等タイムケア（日中一時支援）」（47.5％） 
（身体障害 47.7％・知的障害 52.2％） 

「児童デイサービス」（29.4％） 
（身体障害 26.1％・知的障害 33.6％） 

「在宅児等訪問支援」（26.5％） 
（身体障害 33.0％・知的障害 24.6％） 

その他サービス 

「災害時要援護者名簿への登録」（55.9％） 
（身体障害 47.7％・知的障害 64.2％） 

「成年後見制度支援事業」（47.1％） 
（身体障害 36.4％・知的障害 59.0％） 

「地域福祉権利擁護事業」（46.1％） 
（身体障害 30.7％・知的障害 58.2％） 

 

 

 

 

 

 

 

サービス利用に関して困っていること 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 
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「今後作成を検討したい」が 33.8％と最も多く、次いで「ぜひ作成したい」が

14.2％、「作成する希望はない」が 6.9％、「既に作成している」が 3.9％となっ

ています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「500万円以上～1,000万円未満」が 31.4％と最も多く、次いで「1,000万

円以上」が 20.6％、「250万円以上～500万円未満」が 13.2％となっています。

障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「非常に負担に感じる」が 5.4％、「やや負担に感じる」が 27.5％、「あまり負

担に感じない」が 30.9％となっています。障害別の結果もほぼ同様の傾向でした。 

「一人では避難できない」が 65.2％と最も多く、次いで「避難所で必要な支援

が受けられるか不安」が 55.9％、「避難所の設備が障害に対応しているか不安」

が 52.0％、「避難所で他の人と一緒に過ごすのが難しい」が 46.6％となっていま

す。身体障害のある方では「薬や医療的ケアを確保できるかどうか不安」が 62.5％

とやや多くなっています。 

「非常時持ち出し品の用意、非常食等の備蓄をしている」が 48.0％と最も多く、

次いで「日頃から家族で災害時の対応を話し合っている」が 29.9％、「疾病等で

必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」が 22.1％となっています。身体

障害のある方では「疾病等で必要な薬や医療機関の連絡先などを備えている」が

35.2％とやや多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 災害対策について 

サービス利用計画の作成意向 

７ 収入・利用者負担について

世帯の年収額 

利用者負担の負担感 

災害時不安なこと 

災害に対して備えていること 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 
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「親や親族のもとで生活する」が 28.9％と最も多く、次いで「地域で独立して

生活する」が 16.7％、「グループホームなどに入居する」が 12.3％、「障害者の

入所施設に入所する」が 8.3％となっています。身体障害のある方では｢地域で独

立して生活する｣が 25.0％、知的障害のある方では｢グループホームなどに入居す

る｣が 17.9％とやや多くなっています。 

「障害に対する理解の促進」が 74.0％と最も多く、次いで「雇用・就労支援の

充実」が 63.7％、「教育・育成の充実」が 57.4％、「経済的支援の充実」が 51.5％

となっています。身体障害のある方では｢医療機関の充実｣が 55.7％とやや多くな

っています。 

「福祉サービス」についての意見が最も多く、30件となっています。次いで「行

政・制度」についての意見が 27 件、「将来や学校卒業後の進路」についての意見

が 17件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な意見（紙面の都合で回答の一部を省略・要約している場合があります） 

「人工呼吸器使用の最重度の障害を持つ娘を、いざというとき受け入れてくれる入所先はありませ

ん。重度過ぎて対処できないということで、介護者は殆ど休めずにいる状況を知っていただきた

い。」（17 歳・女性・身体障害／ご家族の方） 

「障害者手帳の申請後、自分で行動を行わない限り行政のサービスを受けることが出来ない。一方

向だけのサービスではなく、行政側からの何かしらのコンタクト及びサービスの手助けがあれば

有り難いと思います（保護者）。」（17 歳・女性・身体障害／あて名ご本人） 

「息子の障害は軽いと言われる程度のものですが、それでも何から何まで不便があり、親の手を必

要とします。親は子どもより長く生きる事は難しい、将来の事を考えると不安で一杯になります。

是非障害を持つ人が身内だったらと考えてみてください。」（６歳・男性・知的障害／ご家族の方） 

９ 将来について 

将来の生活の希望 

重要だと思う施策 

10 自由意見 

18 歳未満の方と保護者の方を対象とした調査 
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「株式会社・有限会社」が 46.6％と最も多く、次いで「社会福祉法人」が 24.7％、

「特定非営利活動法人（NPO法人）」が 15.1％となっています。 

「平成 10 年～平成 14 年」が 27.4％と最も多く、次いで「平成 15 年～平成

19年」と｢平成 20 年以降｣がそれぞれ 24.7％となっています。 

「居宅介護」が 61.6％と最も多く、次いで「重度訪問介護」が 50.7％、「移動

支援事業」が 34.2％、「同行援護」が 24.7％となっています。 

「新宿区内（全域）」が 74.0％と最も多く、次いで「23 区内（新宿区以外）」が

42.5％、「東京都内（23 区以外）」が 21.9％となっています。 

各事業所の平均利用者数は全体で 33.7 人となっており、うち身体障害のある方

は 16.0 人、知的障害のある方は 7.7 人、精神障害のある方は 10.0 人となってい

ます。 

「黒字だった」が 28.8％と最も多く、次いで「ほぼ収支が均衡した」が 23.3％、

「大幅な赤字だった」が 15.1％、「やや赤字だった」が 9.6％となっています。赤

字だったという回答は２割あまりとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ サービス事業者を対象とした調査の結果 

１ 事業運営について 

経営主体 

開業からの期間 

提供しているサービス 

事業を展開しているエリア 

サービス利用者数 

事業の収支 
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「職員の確保が難しい」が 67.1％

と最も多く、次いで「事務作業量が多

い」が 56.2％、「職員の待遇改善が

できない」が 49.3％、「収益の確保

が困難」が 41.1％となっています。 

 

 

 

 

各事業所の平均職員数は 21.9人で、うち常勤職員が 6.6人、非常勤職員が 15.3

人となっています。 

「やや不足している」が 56.2％と最も多く、次いで「非常に不足している」が

27.4%、「十分である」が 13.7％となっています。不足しているという回答は８

割あまりとなっています。 

「ハローワークを通じて募集した」が 57.5％と最も多く、次いで「求人誌など

に人材広告を掲載した」が 47.9％、「口コミ・人づてで探した」が 43.8％、「イ

ンターネットの求人サイトを利用した」が 34.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経営上問題となっていること 

２ 職員について 

職員数 

職員の充足状況 

人材確保のための取り組み 

67.1

56.2

49.3

41.1

30.1

23.3

16.4

13.7

12.3

11.0

6.8

1.4

4.1

0 20 40 60 80

職員の確保が難しい

事務作業量が多い

職員の待遇改善ができない

収益の確保が困難

職員の資質向上が難しい

制度改正などへの対応が難しい

施設・設備の改善が難しい

他の事業者との連携が難しい

運転資金の調達が難しい

行政との連携が難しい

地域の理解を得るのが難しい

その他

無回答

％総数=73 （複数回答）

サービス事業者を対象とした調査 



 39 

 

 

 

 

「収入が少ない」が 68.5％と最も

多く、次いで「必要な事務作業が多

い」が 52.1％、「利用者や家族への

対応が難しい」が 37.0％、「精神的

にきつい」が 35.6％となっていま

す。 

 

 

 

「量的に、利用者の希望通り提供できていない」が 42.5％と最も多く、次いで

「休日や夜間の対応が難しい」が 38.4％、「変更やキャンセルが多い」が 32.9％、

「困難事例への対応が難しい」が 28.8％となっています。 

「利用できるサービスがわかりにくい」が 39.7％と最も多く、次いで「利用で

きる回数や日数が少ない」が 27.4％、「利用日などが希望通りにならない」と「利

用したいサービスが利用できない」がそれぞれ 20.5％となっています。 

「外部の研修や講習会への職員の派遣」が 79.5％と最も多く、次いで「内部の

研修や講習会の開催」が 75.3％、「緊急時マニュアルの作成」が 61.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員が困っていること 

３ サービス提供について 

サービス提供で問題となっていること 

相談や苦情の内容 

サービス向上のための取り組み 

68.5

52.1

37.0

35.6

32.9

27.4

15.1

15.1

12.3

8.2

2.7

4.1

0 20 40 60 80

収入が少ない

必要な事務作業が多い

利用者や家族への対応が難しい

精神的にきつい

体力的にきつい

勤務時間が長い

キャリアアップが難しい

他の関係者との連携が十分取れない

能力向上の機会が少ない

特にない

その他

無回答

％総数=73 （複数回答）

サービス事業者を対象とした調査
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「同行援護」が 13.7％と最も多く、次いで「居宅介護」が 8.2％、「重度訪問介

護」が 6.8％、「行動援護」が 5.5％となっています。 

「新たな職員の確保」が 64.4％と最も多く、次いで「障害に対応できる職員の

能力育成」が 56.2％、「収益性の確保」が 46.6％となっています。 

「福祉人材の確保のための方策」が 54.8％と最も多く、次いで「事務手続きの

簡素化」が 52.1％、「自立支援給付費の見直し」が 42.5％、「地域生活基盤の充

実のための方策」が 35.6％となっています。 

「行政（区）への対応」についての意見が 15件と最も多く、次いで「事業収支

や報酬体系」についての意見と「サービス内容」についての意見がそれぞれ５件と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

○主な意見（紙面の都合で回答の一部を省略・要約している場合があります） 

「精神障害者の中には状態が安定せず、急に支援が必要となる人もいます。その場合、給付事業は

実施されるまでに時間がかかり、支援のタイミングをのがしてしまうことにもなりかねません。

必要なときにすぐ利用できるような支援の型も必要ではないかと考えます（現在は『まど』が補

助金事業なので対応可能となっています）。」 

「就労移行支援の期限の在り方について。精神障害者の場合、訓練を経て就職したとしても、就労

先や業務内容、それ以外の生活状況によって病状などの変化が起こりやすく、継続性に困難が生

じやすい。それ故、その都度試みの機会や選び直しなど、個々人の状況に応じたペースが必要と

され、画一的で限られた期間の設定は、難しい。利用期限という形で、支援を寸断するのではな

く、利用者が柔軟にサービスを使いこなせるような制度の在り方を、区として国に提言して頂き

たい。」 

新規サービスへの参入予定 

新規参入の課題 

障害者施策に期待すること 

４ 自由意見 

サービス事業者を対象とした調査 
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「男性」が 73.4％、「女性」が 26.6％となっています。 

「３～５歳」が 32.8％と最も多く、次いで「９～11 歳」が 26.6％、「６～８

歳」が 25.0％、「０～２歳」が 12.5％となっています。 

「持っていない」が 85.9％と最も多く、次いで「身体障害者手帳」と「愛の手

帳」がそれぞれ 7.8％となっています。 

 

 

「広汎性発達障害」と「特に診断は

受けていない」がそれぞれ 28.1％と

最も多く、次いで「注意欠陥・多動性

障害（ADHD）」が 20.3％、「高機能

自閉症・高機能広汎性発達障害」と「ア

スペルガー症候群」がそれぞれ 7.8％

となっています。 

 

 

 

28.1

20.3

7.8

7.8

4.7

4.7

3.1

1.6

28.1

21.9

0.0

0 5 10 15 20 25 30

広汎性発達障害

注意欠陥・多動性障害（ADHD）

高機能自閉症・
高機能広汎性発達障害

アスペルガー症候群

知的障害

学習障害（LD）

自閉症・自閉的傾向

非定型自閉症

特に診断は受けていない

その他

無回答

％総数=64 （複数回答）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 発達障害の方を対象とした調査の結果 

１ 18 歳未満の方 

性 別 

年 齢 

障害者手帳の有無 

発達障害の診断 
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「１歳」が 21.9％と最も多く、次いで「３歳」が 18.8％、「０歳」が 17.2％、

「２歳」が 14.1％となっています。 

「家族や親族」が 53.1％と最も多く、次いで「学校の教職員」が 37.5％、「友

人・知人」が 35.9％、「医療関係者（医師・看護師・ソーシャルワーカー）」が 34.4％

となっています。 

「保育・療育・教育に関すること」が 15件と最も多く、次いで「発達の遅れに

関すること」が 13 件、「進学・就職・将来の生活に関すること」が 11 件となっ

ています。 

「対人関係・集団生活に関すること」が 10件と最も多く、次いで「教職員の対

応に関すること」が９件、「受け入れ体制に関すること」が７件となっています。 

「障害児の療育施設」が 57.1％と最も多く、次いで「幼稚園」が 17.9％、「保

育園」が 7.1％となっています。「通園・通所はしていない」は 10.7％となってい

ます。 

「小学校の通常の学級・通級指導学級」が 96.6％と最も多く、次いで「小学校

の特別支援学級」が 3.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発達に関する問題に気づいた時期 

困ったときの相談相手 

発達や療育について困っていること 

学校生活等で困っていること 

発達障害の方を対象とした調査 

通園・通学先（小学校入学前） 

通園・通学先（学校在学中） 



 43 

 

「児童デイサービス等」が 18件と最も多く、次いで「紙おむつ費用助成」と「移

動支援事業」がそれぞれ２件となっています。 

「利用できるサービスの拡充」が８件と最も多く、次いで「一時的な預かり」が

６件、「移動支援に関するサービス」と「経済的な支援」がそれぞれ２件となって

います。 

「保育・療育・教育」についての意見が 22件と最も多く、次いで「行政・制度」

についての意見が 11 件、「障害への理解」についての意見と「一時的な預かり・

家族支援」についての意見がそれぞれ５件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な意見（紙面の都合で回答の一部を省略・要約している場合があります） 

「小学校普通級でも安心して通えるようにしてほしいです。すぐに障害児として線を引いてしまう

のではなく、できるなら普通の子ども達との集団生活で学んでいくことを望みます。幼稚園では

介護員の先生が付いて下さいますが、小学校でもそのようなサービスがあると安心です。」（４

歳・女性） 

「親としては幼稚園に通わせたら『友達にいじめられてないか・・・』など気が休まりません。で

きれば療育に通っている子専用の保育施設を作っていただきたい、それが出来なければ、そうい

う子には気を配っていただくように区からお願いできるようにしてもらいたい。」（２歳・男性） 

「保育園、幼稚園、小学校の保護者全員に、しっかりと発達障害についての認識を持つ機会を持っ

て欲しいです。例えば、入園、入学説明会の時などにお話しして頂けるとうれしいです。リーフ

レット等は、読まない人が多いので、言葉やスライドを使ったりして教えてもらえると、入園、

入学してからのトラブルが起こらずにすむのではないかと思います。」（８歳・女性） 

利用しているサービス 

利用したいサービス 

自由意見 

発達障害の方を対象とした調査 
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「男性」が 61.9％、「女性」が 38.1％となっています。 

「30代」が 52.4％と最も多く、次いで「40代」が 33.3%、「20代以下」が

9.5％、「50代」が 4.8％となっています。 

「精神障害者保健福祉手帳」が 85.7％、「持っていない」が 14.3％となってい

ます。 

 

 

 

「アスペルガー症候群」が 42.9％

と最も多く、次いで「広汎性発達障害」

が 38.1％、「注意欠陥・多動性障害

（ADHD）」が 33.3％、「知的障害」

が 9.5％となっています。 

 

 

「12 歳以上」が 71.4％と最も多く、次いで「６～８歳」が 4.8％となっていま

す。 

42.9

38.1

33.3

9.5

4.8

4.8

0.0

0.0

0.0

23.8

0.0

0 10 20 30 40 50

アスペルガー症候群

広汎性発達障害

注意欠陥・多動性障害（ADHD）

知的障害

自閉症・自閉的傾向

学習障害（LD）

高機能自閉症・
高機能広汎性発達障害

非定型自閉症

特に診断は受けていない

その他

無回答

％総数=21 （複数回答）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 18 歳以上の方 

性 別 

年 齢 

障害者手帳の有無 

発達障害の診断 

家族が発達に関する問題に気づいた時期 
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「小学生のころ（13 歳未満）」が 28.6％と最も多く、次いで「就職してから」

が 23.8％、「中学生のころ（13～16歳未満）」が 9.5％、「高校生のころ（16～

19歳未満）」が 4.8％となっています。 

「病院や診療所の医師」が 47.6％と最も多く、次いで「家族」が 38.1％、「学

校の先生」が 14.3％となっています。「誰にも相談しなかった」は 28.6％でした。 

「福祉的就労をしている（作業所など）」が 33.3％と最も多く、次いで「福祉的

就労以外の通所施設に通っている」が 19.0％、「正職員として働いている」が

14.3％となっています。 

「就職・仕事に関すること」が 61.9％と最も多く、次いで「友人関係・対人関

係」と「心身の状態に関すること」がそれぞれ 57.1％、「学校関係」が 52.4％と

なっています。 

「医療関係者（医師・看護師・ソーシャルワーカー）」が 61.9％と最も多く、次

いで「家族や親族」が 47.6％、「友人・知人」と「施設（通所・入所）の職員」が

それぞれ 42.9％となっています。 

「経済事情に関すること」と「対人関係・集団生活に関すること」がそれぞれ６

件と最も多く、次いで「将来の生活に関すること」が４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自身が発達に関する問題に気づいた時期 

発達障害の方を対象とした調査 

相談した相手 

日中の過ごし方 

発達に関する問題の内容 

困ったときの相談相手 

日常生活で困っていること 
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「体力や症状による仕事へ影響」が６件と最も多く、次いで「意欲はあるが就職

に結びつかない」が４件、「相談など支援体制の不足」が３件となっています。 

「就労継続支援 B 型」が８件と最も多く、次いで「居宅介護（ホームヘルプ）」

が３件、「自立支援医療」と「保健センターデイケア」がそれぞれ２件となってい

ます。 

「居宅介護（ホームヘルプ）」と「利用できるサービスの拡充」がそれぞれ３件

と最も多く、「就労に関するサービス」が２件となっています。 

「行政・制度」についての意見が８件と最も多く、次いで「就職・将来の生活」

についての意見が３件、「経済的事情・経済的支援」についての意見と「障害への

理解」についての意見がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な意見（紙面の都合で回答の一部を省略・要約している場合があります） 

「３障害の中で全然世間に知られてない、福祉サービスが殆どない。ADHD の人の特効薬リタリ

ンが禁止されて、18 歳未満の発達障害者にはコンサータ、ストラテラが出せるが 18 歳以上の

発達障害者には薬が出せないのはおかしい、大人になっても治る障害ではない。」（30 歳・男性） 

「働ける場所や種類を増やしたりしてほしい。あと、認知療法、セルフコントロールとか学べるこ

とをできるようにして、自立、自力で生きる助けをしてほしいですね。」（46歳・女性） 

「発達障害に対する更なる理解が欲しい。精神科医であっても発達障害に対して理解してない医師

が多いと思う。もっと啓発活動をして欲しい。子供、未成年者に対する支援は進んでいるように

思われるが、大人の発達障害に対する支援が不足していると思う。」（48 歳・男性） 

 

就労や日中活動等について困っていること 

発達障害の方を対象とした調査 

利用しているサービス 

利用したいサービス 

自由意見 
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「男性」が 70.4％、「女性」が 29.6％となっています。 

「60代」が 27.8％と最も多く、次いで「70 歳以上」が 24.1％、「50代」が

16.7％、「40代」が 14.8％となっています。 

「身体障害者手帳」が 77.8％と最も多く、次いで「持っていない」が 13.0％、

「精神障害者保健福祉手帳」が 11.1％となっています。 

 

 

 

 

「注意障害」が 66.7％と最も多

く、次いで「記憶障害」と「失語症」

がそれぞれ 63.0％、「遂行機能障害」

が 55.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 高次脳機能障害の方を対象とした調査の結果 

１ ご本人について 

性 別 

年 齢 

障害者手帳の有無 

高次脳機能障害の症状 

66.7

63.0

63.0

55.6

40.7

31.5

29.6

27.8

24.1

24.1

20.4

20.4

20.4

16.7

13.0

9.3

5.6

0.0

0.0

0 10 20 30 40 50 60 70

注意障害

記憶障害

失語症

遂行機能障害

意欲の障害

感情失禁

半側空間無視

情動の障害

抑うつ状態

不安

地誌的障害

失認症

失行症

半側身体失認

興奮状態

その他の行動・感情の障害

幻覚妄想

この中にはない

無回答

％総数=54 （複数回答）
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「50～59歳」が 22.2％と最も多く、次いで「40～49歳」が 20.4％、「60

～64 歳」が 13.0％、「18～29歳」が 11.1％となっています。 

「脳血管障害」が 70.4％と最も多く、次いで「脳外傷」が 16.7％、「その他の

疾患」が 5.6％となっています。 

「家族や親族」が 68.5％と最も多く、次いで「区立障害者福祉センター」が

35.2％、「友人・知人」と「医療関係者（医師・看護師・ソーシャルワーカー）」

がそれぞれ 24.1％となっています。 

「自宅で家事をしている」が 24.1％と最も多く、次いで「福祉的就労以外の通

所施設に通っている」が 18.5％、「正職員として働いている」が 9.3％、「福祉的

就労をしている（作業所など）」が 7.4％となっています。 

「コミュニケーションに関すること」が 20件と最も多く、次いで「身体機能に

関すること」が６件、「経済事情に関すること」と「外出に関すること」がそれぞ

れ４件となっています。 

「仕事に関すること」が 12 件と最も多く、「外出に関すること」が３件となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害が生じた時期 

障害が生じた原因 

困ったときの相談相手 

日中の過ごし方 

日常生活で困っていること 

就労や日中活動等について困っていること 

高次脳機能障害の方を対象とした調査の結果 
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「機能訓練・リハビリ」と「居宅介護（ホームヘルプ）」がそれぞれ 12 件と多

く、次いで「配食サービス」と「入浴サービス」がそれぞれ４件となっています。 

「趣味活動の場」が５件と最も多く、次いで「移動支援に関するサービス」が３

件、「サービスに関する情報提供」と「コミュニケーション支援に関するサービス」

がそれぞれ２件となっています。 

「行政・制度」についての意見が 16件と最も多く、次いで「支援体制の整備」

についての意見が 15 件、「障害への理解」についての意見と「生活環境」につい

ての意見がそれぞれ４件となっています。 

「男性」が 16.0％、「女性」が 68.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な意見（紙面の都合で回答の一部を省略・要約している場合があります） 

「役所、病院等で失語症に対応できる人材を常駐して欲しい。」（47 歳・男性／ご本人） 

「失語症があっても働く意欲がある方が安心して就労できる場をつくって欲しい。また、音声、言

語機能障害の支援、サービスを増やして欲しい。３級、４級の障害者手帳のサービスの範囲が少

ない。」（67 歳・男性／ご家族） 

「高次脳機能障害について、最近は啓蒙、解説が少し目立ってきましたが、まだまだ不足と思いま

す。更にその機会を増やして頂くことを希望します。」（51歳・男性／ご家族） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用しているサービス 

利用したいサービス 

自由意見 

２ ご家族について 

ご家族の性別 

高次脳機能障害の方を対象とした調査の結果 



 50 

 

「70 歳以上」が 32.0％と最も多く、次いで「60代」が 28.0％、「50代」が

20.0％となっています。 

「配偶者」が 44.0％と最も多く、次いで「親」が 24.0％、「兄弟姉妹」が 12.0％

となっています。 

「支援体制の整備」についての意見が 10件と最も多く、次いで「ご本人の症状」

についての意見が８件、「ご本人の将来の生活」についての意見が６件となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○主な意見（紙面の都合で回答の一部を省略・要約している場合があります） 

「高次脳機能障害を理解している支援者、相談員による相談支援の必要性を感じています。一般企

業の障害者枠で採用されることを希望していますが、その為のアプローチ、訓練、トレーニング

のあり方、具体的方法、施設を用意して頂きたい。また経過を見ながらの継続的相談、アドバイ

スがあれば、親として助かり安心出来ます。」（60 歳・父） 

「記憶障害については、財布や杖、鍵などをなくしたり無くなったものを家族が盗んだと信じ込ん

だりして、家族も困っています。言葉の障害については、伝えたいことを伝えられず困る。ボデ

ィランゲージや絵を描いたり等で伝えているが感情表現をスキンシップで伝えることが多いの

で、家族以外で接する方の中にはそれを嫌がったり、誤解したりする場合があるのではないかと

心配しています。」（43 歳・妻） 

「親亡き後の生活をどう設計することが出来るか、今後の課題と思っているが、今のところ何も信

頼出来ると思われるものが見えてこない。私達親が元気なうちに一人暮らしに移行していきたい

と考えているが、高次脳機能障害を理解し、サポートして頂けるヘルパーさんがいらっしゃるか

どうか。」（無回答） 

 

 

ご家族の年齢 

ご本人との続柄 

ご家族の自由意見 

高次脳機能障害の方を対象とした調査の結果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この印刷物は、業務委託により 500 部印刷製本しています。その経費として１部あた

り 239 円(税別)がかかっています。ただし、編集時の職員人件費等は含んでいません。 

新宿区障害者生活実態調査報告書 概要版 
印刷物作成番号 

2011－19－2910 

発 行 年 月   平成 24 年（2012）２月 

編集・発行   新宿区福祉部障害者福祉課 電話 03(5273)4516 

〒160-8484 新宿区歌舞伎町一丁目 4番 1号 

作      成   株式会社社会構想研究所 

 





 
 
    
   HistoryItem_V1
   InsertBlanks
        
     場所: 現在のページの後
     ページ番号: 1
     現在と同じ
      

        
     1
     1
     1
     602
     352
    
            
       CurrentAVDoc
          

     SameAsCur
     AfterCur
      

        
     QITE_QuiteImposingPlus2
     QI+ 2.9c
     QI+ 2
     1
      

   1
  

 HistoryList_V1
 qi2base




<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck true
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly true
  /PDFXNoTrimBoxError false
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <>
    /CHT <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF che devono essere conformi o verificati in base a PDF/X-1a:2001, uno standard ISO per lo scambio di contenuto grafico. Per ulteriori informazioni sulla creazione di documenti PDF compatibili con PDF/X-1a, consultare la Guida dell'utente di Acrobat. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 4.0 e versioni successive.)
    /KOR <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die moeten worden gecontroleerd of moeten voldoen aan PDF/X-1a:2001, een ISO-standaard voor het uitwisselen van grafische gegevens. Raadpleeg de gebruikershandleiding van Acrobat voor meer informatie over het maken van PDF-documenten die compatibel zijn met PDF/X-1a. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 4.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents that are to be checked or must conform to PDF/X-1a:2001, an ISO standard for graphic content exchange.  For more information on creating PDF/X-1a compliant PDF documents, please refer to the Acrobat User Guide.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 4.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /HighResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [1200 1200]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




